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背景 

「域内の社会的結合の強化」という ASEAN の目標のもと、社会的・経済的統合という概念

を学校教育に反映させるよう、メコン地域の各国はこれまで共に取り組んできた。現在、

小学校の生徒は ASEAN 地域の他の国々について学習し、学校の中には ASEAN 地域の他の国

の言語を教えているところもある。 

メコン移住ネットワークは、メコン近隣からの移住者のための財団、ならびに他のパー

トナーとともに、この地域における共生の概念とさらなる社会統合を追究していくプロジ

ェクトを展開してきた。2013 年 2 月、タイのバンコクにおいて、メコン移住ネットワーク

（ＭＭＮ）は「移住に関するメコンシンポジウム：メコンの近隣諸国からの移住者との共

生」を開催し、シンポジウム参加者によって包括的提言がまとめられた。その提言のひと

つが、移住と人々の移動によって、いかにこの地域の文化と人々の暮らしが豊かになって

いるかについての認識を深めていくための、多文化主義の教材開発であった。 

これにひき続き、2013 年 12 月、ＭＭＮは「多様性を享受して」というプロジェクトを

開始し、以下の一連の学習資料を開発した： 

A) 6 歳から 7 歳の生徒を対象にした、異なる文化と民族についての図録 

B) メコン地域における移住の歴史についてのレッスンプランと資料 

 レッスンプランの開発に先立ち、ＭＭＮは他の地域についての既存の移住の歴史につい

てのレッスンプラン、カリキュラムについて調査し、メコン地域のレッスンプランがどの

ようであるべきか、概念づくりに取り組んだ。レッスンプランが地域の学校のおかれてい

る状況に合うかたちで開発できるよう、作成チームはまずプロジェクト協力校の先生たち

と会議をもち、学校側の期待について学び、ＭＭＮの提案するレッスンの概念について紹

介し、手法や時間配分について話し合った。 

 この話し合いに基づき、MMNは最初のレッスンプラン案をまとめ、チェンマイにある二

つの学校で試験的に実施してみた。このときの生徒と先生からの反応をもとに、その後レ

ッスンプランを改善していった。 

そしてこのレッスンプランが他の国々でも採用されるよう、文化的なセンシティビリテ

ィに配慮するため、ＭＭＮはさまざまな国のパートナーからの参考意見を取り入れた。 

レッスンは 4 回の授業にわたるとの想定でつくられているが、学校によっては時間的な

制限やクラスの人数によって時間配分や手法の調整が必要になることも考えられる。 

 ＭＭＮとしては、可能なかぎり、生徒が学んだことをもとに活発に話し合う時間がしっ

かりもてることを願っている。 

 私たちは、教員の皆さんや生徒がこの移住の歴史レッスンプランをおもしろいと感じ、

楽しくてさらに深く学んでいきたいという意欲をもってくださることを願っている。 
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概要 

このレッスンプランは４つの授業で構成される。各授業につき一つのトピックで、それぞ

れ１時間を要する。トピックは、１）移住の特徴、２）個人レベルと地域レベルの移住、

３）メコン地域における移住の歴史、４）世界の移住の歴史 である。このレッスンは、

移住が人類の発展において自然な営みであり、それが現代の生活に大きく貢献しているこ

とを、生徒が段階を追って自身で理解を深めていけるようつくられている。 

目的 

このプロジェクトの目的は、参加する生徒に、地域内と世界の移住の歴史を学ぶことを通

し、移住が人類の自然な営みであることを理解してもらうことである。レッスンの終わり

には、生徒が、人々の移動についてよく理解し、文化の多様性によって影響を受けている

私たちの生活様式を肯定的にとらえられるようになることが期待されている。 

時間 

全レッスンは最低４クラスを要する。各レッスンは一時間。 

対象 

10 歳から 11 歳、あるいは小学 4 年生から 5 年生の児童。 

手法 

参加型学習 

必要なもの 

パワーポイントプレゼンテーション用のプロジェクター。他は各レッスンの中で指示があ

る。 

先生またはファシリテーターへの留意点 

 このレッスンプランの目的は移住が自然な現象であることを理解できるようになること

を目的としているため、一定のステレオタイプをおしつけることがないようにすることが

大切である。移住者を指す用語は特に、肯定的であれ否定的であれ、生徒の移住と移住者

のとらえ方に大きく影響する。移住と地域における移住者への中立で公正な態度が身につ

くように、先生は以下の「避けるべき用語」のガイドラインに沿うことが望ましい。 

避けるべき用語 

以下の用語の使用は避ける。 

1. 不法移民／不法移住 

－＞未登録移住者／非正規移住 と言いかえることができないか考えてみる。 

2. ボートピープル 

－＞亡命希望者／未登録移住者／非正規移住 と言いかえることができないか考え

てみる。 
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3. 外人 

－＞移住者／移住労働者 と言いかえることができないか考えてみる。 

4. 未熟練／熟練労働者 

－＞インフォーマルセクター労働者／インフォーマルワーク と言いかえることが

できないか考えてみる。 

5. 移住者の洪水 

－＞移住者の移動 と言いかえることができないか考えてみる。 

6. 移住者が … に群がる 

－＞移住者が … に移動する と言いかえることができないか考えてみる。 

7. 呼び込み 

－＞不正な勧誘／詐欺による勧誘 と言いかえることができないか考えてみる。 

8. 奴隷 

－＞搾取的な労働条件による労働／労苦を耐え忍ぶ労働者 と言いかえることがで

きないか考えてみる。 

これらの用語の使用を避けるべき理由については、ＭＭＮホームページの「避けるべき用

語」を参照していただきたい。 

MMN, “Terms to Avoid”,  

 http://www.mekongmigration.org/vocab/terms_to_avoid.html 

さらに移住について話すときの一般的な用語について理解を深めるには、メコン移住ネッ

トワークが出版した、“Speaking of Migration: Mekong Vocabulary on Migration” 「移住と言

えば：移住についてのメコンボキャボラリー」を参照していただきたい。オンラインでは

以下からアクセス。 

http://www.mekongmigration.org/vocab/terms_to_avoid.html 

 

ステレオタイプ化 

 歴史あるいは移住について教えたり話し合ったりする際に、先生も含め、それぞれのも

っている偏見やステレオタイプに色づけられた個人的な見方が無意識のうちに反映されざ

るを得ないことについてもよく知っておく必要がある。先生はこのことを念頭におき、互

いを尊重してそれぞれの受け止め方が大切にされるかたちでクラスでの話し合いがすすめ

られるために、自身が中立的であるよう努めなければならない。 

 もし例えば、生徒の誰かが特定の地域からの人々について、自分の知っている特徴を話

していたら、先生はそのことについて問題提起することが求められる。その方法について

は、以下のようなものが考えられる： 

1． 私たちは他の人について話すときによくレッテルを貼ること、そしてこれら

が服装、外見、話し方、その人が属している集団に基づいたレッテルであることに

ついて、生徒と話し合ってみる。物事や人々を分類してしまうのは人間の自然な性

http://www.mekongmigration.org/vocab/terms_to_avoid.html
http://www.mekongmigration.org/vocab/terms_to_avoid.html
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質ではあるが、これによって実際には知らない人々について、憶測しているだけの

ときがあることを説明する。 

2． 生徒に例をあげてもらう。例えば、「なまけ者」「働き者」。黒板に書き出

していく。 

3． 挙げられたこれらの形容詞を生徒に見てもらう時間をとり、そのあと以下の

質問をもとに話し合いを展開させていく。 

・この憶測はその集団の人全員にあてはまるものだろうか。 

・ある集団について多くの人々が同じ憶測をもっているだろうか。どうしてそうな

のか、どうしてそうでないのか。 

・憶測は、分類されたその個人について、何か決定的なことを意味しているだろう

か。 

・憶測はあなたの他の人々への態度にどんな影響を与えているだろうか。 

4． それから、生徒に「ステレオタイプ」という言葉を定義してもらう。ある集

団全体の人々について憶測することが、ステレオタイプと呼ばれると説明する。仮

想やステレオタイプに私たちの態度が影響を受けると、物事や人について公正な判

断をすることが難しくなる。これが「バイアス」と呼ばれる。 

5． 黒板に挙がっている他の形容詞についても、次の質問をして議論してみる。

これらの形容詞はステレオタイプを表すものだろうか。これらが不公正で人を傷つ

けるものになり得ないだろうか。 

 ステレオタイプと偏見について問題提起して話し合う一番よいタイミングは、その生徒

の性格にもよる。もしもある生徒がステレオタイプに基づく発言をした際に、そのときす

ぐに議論をしようとすると、この生徒がその後の授業に積極的に参加する意欲をそぐこと

になるかもしれない。その場合は、次の授業まで待つか、移住の歴史の授業以外の時間に

ステレオタイプについて話し合う時間をもつことが考えられる。 

 

さらなる提案： 

避けるべき用語とステレオタイプについて留意することに加え、一般的なメディア

によってつくられた移住者への否定的なイメージを取り除いていく役割を、以下の

アドバイスに沿うことによって先生は果たすことができる。 

o 移住者への否定的なイメージのある写真、文章、資料やマルチメディアを使わない 

例；移住者は貧しい、汚い、希望がない、不法である 

o センセーショナルな事例を避ける 

o 正確で、最新の信用のおけるデータを利用する 

o 正確な用語を使用するようにする 

o 移住者自身の観点、意見や経験を含むようにする 
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移住の歴史 レッスンプラン 

レッスン 1: 移住の特徴 

 

I: 目的  

i) 日常生活における移住の例を見つける 

ii) 個人レベルとローカルレベルにおいての移住の貢献について認識する 

iii) 人々の移動と相互交流によってもたらされた文化の多様性と多文化的な生活を肯定

的に受けいれる 

iv) 生徒にこれから始まるレッスンを楽しく紹介する 

II: レッスン１の構成 

内容 必要なもの 時間 

アクティビティ１）イント

ロダクション 

 5 

アクティビティ２）アイス

ブレイク 

歌（オプション）、

音楽プレーヤー 

10 

アクティビティ３）コミュ

ニティのなかで文化の特色

をみつけよう 

フラッシュカード、

ペン 

10 

アクティビティ４）文化の

特色についてのパワーポイ

ントプレゼンテーション 

パワーポイントプレ

ゼンテーション、Ａ

３用紙、ペン 

20 

アクティビティ５）宿題  5 

 

 

III: アクティビティの詳細 

アクティビティ 1 イントロダクション 

時間：5 分  

手順：.   

生徒に以下を伝える： 

- これから 4 日間にわたって特別な活動があること。これは他の授業と違って、生徒

の積極的な参加が求められること。 

- このレッスンの全容：タイトル、目的、時間、なぜ、どのように。 
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- クラスのルールを決める。まず生徒から提案してもらい、あとから先生が大切なこ

とを追加する。例えば「友だちの意見をよく聞く」「さまざまな意見を尊重する」 

- 正しい答えと間違った答えがいつもあるわけではないこと、生徒が落第することを

おそれることなく、自分自身の意見を表明することが歓迎されていると説明する。 

- 「移住」についてどんなことを思い浮かべるかを質問する。黒板に書き出す。共通

の、または大事なものをマークする。もっと知りたいとわくわくするようなクラス

の雰囲気をつくる。 

アクティビティ２：アイスブレイク 

時間：10 分 

まず全員に自分の席で立ってもらう。もし誰かがそのカテゴリーにあてはまれば、同じカ

テゴリーにあてはまるクラスメートと場所を交代する、というゲームを、ひとつのカテゴ

リーの例をみせて説明する。 

- たとえば、めがねをかけている、音楽の才能、趣味、食べ物、行ってみたい国など。 

- 新しく行く場所のない最後の人は、真ん中で次のカテゴリーをさけばなければなら

ない。時間のゆるすかぎり（説明を入れて 10 分）、5 回か 10 回くりかえす。音楽

もかけて雰囲気をもりあげる。 

- ゲームの終わりに、今立っているところがこのレッスンの間の自分の席になると説

明する。新しく隣になった人に向かってあいさつしようと呼びかける。 

必要なもの：歌（オプション） 

教室の雰囲気； 

楽しく興味をそそるように。カリキュラムとこの特別活動に好奇心をもつように。 

 

アクティビティ３：コミュニティのなかで文化の特色をみつけよう 

時間： 10 分 

フラッシュカードを一枚ずつ生徒に配る。好きな食べ物を 3 つフラッシュカードに書き出

してもらう。誰かに書いたものを発言してもらい、黒板にフラッシュカードを貼る。文化

的に重要な解答には丸をつける。例：国際的な料理。その回答をした人に、どこの国から

来たものと思うか、どうやってその料理を知ったか、その料理がもともとあった国に旅行

していかないでこのような料理を楽しむことができることについてどう思うか、答えても

らう。 

教室の雰囲気； 

生徒をディスカッションに参加させる。解答に正しいものもまちがったものなく、プロセ

スが大事であることを分からせる。 
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アクティビティ４ 文化の特色についてのパワーポイントプレゼンテーション 

 コミュニティにおける普段の文化の特色が、どこからもともと来たものかについて生徒

のそれまでにもっている認識にゆさぶりをかけるよう働きかける。生徒はコミュニティの

なかで普段から目にしている文化の特色を理解できるようになる。レッスンの終わりには、

生徒が、新しいことを学び、人々の移動によって文化が影響を受け豊かになっていること

に驚くことが期待されている。 

時間：20 分 

手順： 

1. このアクティビティを通して、伝統衣装、デザート、麺類、言語といった文

化のルーツを探ってみる。 

2. Ａ３の紙に、文化的なものについてウソか本当かをたずねる文章を書いてお

く。例えば、「これはタイの伝統衣装である。本当かウソか？」「これはも

ともと中国のデザートである。本当かウソか？」「これはクメールのアルフ

ァベットである。本当かウソか？」など。教室の壁に貼る。 

3. クラスを４つのグループに分ける。グループは教室を歩きまわって、それぞ

れの文章がウソか本当か、グループの中で意見をまとめる。最後に全部のグ

ループで集まって、解答シートを交換する。 

4. 先生はパワーポイントプレゼンテーション（添付）を見せながら、関連のペ

ージごとに、それぞの文章の正解を言う。 

5. プレゼンテーションを聞いているあいだ、生徒は他のグループの解答用紙を

チェックをる、または先生が得点係になる。 

6. プレゼンテーション終了後、グループの得点を発表してもらい、一番正解の

多かったグループを発表する。 

パワーポイントプレゼンテーション 

A:伝統衣装 

 

- 最初のスライドを見せる。どこの国、またはその国のどの地域の伝統衣装かを質問

する。これがどこかの国か文化の「伝統的」な衣装と思うかどうかを質問する。 

- 次のスライドを見せる。これらの写真で似ているところがあるか質問する。ひとつ

ずつ、どんなふうに、どんなときに、それぞれの国の人々がこの衣装を着るのか説

明する。ラオスやミャンマーのような国では普段でもフォーマルな場面でもこれを
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着用する。ミャンマーでは男性は「ロンジー」、この長いスカートのようなものを

着る。 

- これらの国の地理的な関係に気づかせる。 

 

B:デザート 

 

- これらのデザートがどこの国からのものかを質問する。 

- 「トン イップ トン ヨード、フォイ トン」 最初のものは、ポルトガル人の

商人がタイの港に貿易に来た時代にポルトガルからもたらされたものであることを

明かす。これに影響を受けて、今日のタイのデザートも卵と砂糖を使用している。 

- 「カオ ノム トム」はもともとインドのデザートである。米とココナッツを使う

デザートはインドでは広くみられる。インドとこの地域の貿易活動により米とココ

ナッツの供給が豊富であったために主原料となった。似たようなデザートはこの地

域を旅すると他でも見受けられる。 

C:麺類 

 

- これを食べたことがあるか、自分たちの伝統的な食べ物と思うかどうかを質問する。 
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- 麺類は他の国々でも異なる食感、味、使い方ではっても、非常に多くみられるもの

であることを明らかにする。 

- 初めて麺を作ったのは、海に囲まれて世界の他の地域と容易に行き来でき交流のあ

った、イタリアであると考えられている。しかし誰が最初であったかに関わらず、

世界のほぼどこの地域でも似たような麺はみられる。  

- ひとつの文化から他に影響を与える原因についてどう思うか質問する。 

D:言語 

- 誰がタイ語のアルファベットをつくったのかを知っているか質問する。（ランカム

ヘーン マハラ王） 

 

- 二つ目のスライドを見せる。似ていることを示す。どこの国で使われているアルフ

ァベットかを知っているか質問する。 

- 似ているのはなぜと思うか質問する。偶然なのか、それとも理由があるのか？ 

- 国境をはさんで隣り合って暮らす人々がどのように交流すると思うか質問する。 

まとめ： 

- ある国の文化の特色は、他の国でもみつけられる。 

- 文化の多様性は、人々の移動と交流によってもたらされたものでもある。 

- 人々の移動がなければ、このような文化の豊かさは享受できなかったかもしれない。 

 



13 
 

事前に用意しておくべきこと 

- Ａ３の紙にウソ・ホントの問題を書いておく。 

- パワーポイントプレゼンテーションに目をとおしそれぞれのスライドにある情報を

見ておく。あなたの国の、文化の特色で特に大切なものがあればみつけておく（国

によって情報がさまざまであるため）。適切であれば、他の例も追加しておく。 

 

教室の雰囲気； 

- 生徒自身の考えるプロセスと解答を大切にする。 

 

アクティビティ５：宿題 

 探検ブックを配布する。次の授業の準備として、生徒は自分の家族、友だち、コミュニ

ティと自分たち自身まで含めて探検してインタビューしてまわってくるようと説明する。 

 探検ブックを、自分たちの個人的なストーリーと他の人のストーリーをよりよく理解す

るために使えることを説明する。 

 質問の時間をもうけ、この探検をする前に何か質問がないかきく。もしなければ、次の

授業までにできるだけ書き込んでくるよう伝える。 

必要なもの:  配布用探検ブック 

時間：5 分 

事前に用意しておくべきこと 

探検ブックを人数分印刷しておく。 

 

教室の雰囲気： 

次のレッスンに期待をもたせる。今日学習したことのキーポイントが頭に残るようにする。 
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レッスン２ ：個人レベルとコミュニティレベルにとっての移住 

I: 目的 

i) 移住が私たちのコミュニティを今もかたちづくっていっていることを知る 

ii) 人々がさまざまな理由で移住することを知る 

iii) メコン地域内の現在の移住パターンを調べてみる 
 

II: レッスン 2 の構成 
 

 内容 必要なもの  時

間 

アクティビティ１）イントロダ

クション 

 2 

アクティビティ２）復習のアイ

スブレイク 

質問を入れる箱、

音楽、音楽プレー

ヤー 

8 

アクティビティ 3）ストーリー

の発表 

探検ブック 10 

アクティビティ４）マッピング メコン地域の地

図、ポストイッ

ト、ひも 

20  

アクティビティ 5） メコン地

域における移住：地図とクイズ 

メコン地域の地図 10  

アクティビティ 6）授業のま

とめ 

 5 

 

III: アクティビティの詳細 

アクティビティ１：イントロダクション 

 前の授業の感想を聞いてみる。継続したレッスンであることを分からせ、全員がついて

きているようにする。 

 このレッスンについて説明する；目的、アクティビティ、参加型であることと、何を学

習するか 

時間； 2 分 

教室の環境； 

楽しさを盛り上げる。 

アクティビティ ２）復習のアイスブレイク 
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準備する物：最初のレッスンで学んだことを復習するための質問を書く。下記の質問例を

使ってもよいし、他に作ってもよい。5 枚の紙にそれぞれ質問を書き、箱に入れておく。 

アイスブレイクの間は音楽を流す。生徒にボールを次々にまわしていくように伝える。音

楽が止まったときにボールをもっている人が箱から質問の紙をひとつとって答えるという

ルール。以下が質問の例である。 

- 質問：あなたのコミュニティにある文化の特色の例をあげてみてください。 

- 解答：これはオープンエンドの質問である。特定の答えはない。「文化の特色」が

何であるかを理解しているかどうかだけを確認する。緊張をほぐして参加を促し、

正しい回答もまちがった回答はないということを感じさせる。 

- 質問：ある文化にある特色で他の文化にもあるものの例をあげなさい。単なるカテ

ゴリーでなく、何であるか具体的に、どこから来たものかまで答えてもらう。 

- 解答：食べ物、衣装、言語、デザートなどのなかから何でも。 

- 質問：ある文化の特色が他の文化にも存在するのは、なぜだろうか。 

- 解答：人々の移動 → 人と人の交流 → 文化の拡散 → 多様性 

- 質問：もしも人々が移動せず同じ場所にとどまっていたらどんなことが起こると思

うか。 

- 解答：いろいろな答えがある。前回の授業のポイントを理解しているかをチェック

する。人々の移動が文化を豊かにしていることにもう一度ふれるとよい。 

必要なもの： ビーチボール、質問を書いた紙、質問の紙を入れる箱、音楽、音楽プレー

ヤー 

時間：8 分 

教え方： 

- 先生は関連資料を読んでおくとよい。 

- 生徒の興味を引くために、ホットな話題を見つけておくとよい。 

- 復習の質問をひとつずつ紙に書いておく。 

- 音楽とプレーヤーを用意する。 

教室の雰囲気； 

- 生徒に自身の思考を促す。直接の回答は与えることはせずに、積極的に働きかける。 

- 楽しく学べる環境 

アクティビティ３ ストーリーの発表 

 探検ブックについてきいてみる。誰にインタビューしてきたか。おもしろい事実がみつ

かったか。誰か移住していたか。または自分の家族の誰かは移住していたか。見つけてき

たことを何人かに発言してもらう。 

時間 10 分 
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教室の雰囲気： 

  参加を促し、一緒に楽しく盛り上げる。 

 

アクティビティ４：マッピング  

   ポストイットを生徒に配布する。ひとりにつき二色の紙を配る。色 A はもともとの国、

色 B は行き先の国。探検ブックに出てくる人の名前を一人ずつ二つの色の紙に書く。地図

上に、移住してきた人のもともとの場所と、移住していった先の場所に色の紙を貼ってい

く。ひもを貼って移動が分かるようにする。どうやるのか、先生が実際に紙に書いて地図

に貼って示す。紙に書き終わった人から地図まで出てきて貼る作業をする。 

 地図を見て何かおもしろいことに気づいたか、きいてみる。この移動のパターンについ

てどう思うか、誰かに発言してもらう。いくつかの結果をを説明する。どこの国に多くの

人々が移住していっているか。どこの国からどこへ移動しているか。どこの国がもともと

の出発地点の国であると同時に行き先になっているか。 

必要なもの：地図、ポストイット、探検ブック、ひも 

時間：20 分 

教え方： 

話し合いの留意点 

- 生徒がみつけてきたものの中で大切なものを特に取り上げる。他に重要な、共通の、

興味深いデータを取り上げる。 

教室の雰囲気； 

- 参加を促す 

- 個人的なストーリーを発表しあうことを促す。 

 

アクティビティ 5：メコン地域における移住：クイズと地図 
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手順： 

1. 前もって以下の情報を用いて選択式のクイズを用意する。 

・メコン川は世界で 10 番目に大きい川である。 

・メコン川は中国、ミャンマー、ラオス、タイ、カンボジア、ベトナムの 6 ヵ国

を流れている。 

・2 億 4000 万人をこえる人々がメコン川流域の国々で暮らしている。 

・400 万人から 600 万人の移住者がこの地域の経済の背骨を支えていると推計され

る。 

・この地域全体の移住者の約半数、300 万人をこえる移住者がタイで暮らしている。 

2. クラスを２つに分ける。グループが交代でクイズに答える。答えはグループ内で話

し合って決める。正解であれば１ポイントもらえる。もし間違ったら、もう片方の

グループが答えるチャンスをもらえる。 

3. メコン地域の移住パターンの地図を見せる。 

4. 生徒に、入ってくる矢印と出て行く矢印の意味についてどう思うか聞いてみる。こ

の地図が、前のアクティビティのマッピングでみたものとくらべてどうなっている

かたずねてみる。どこの国が、入ってくる矢印と出ていく矢印の両方をもっている

か質問する。ひとつの国が出発地であり同時に目的地にもなりえることを、簡単に

説明し、地図上で示す。タイ、カンボジアなど。 

5. 移住がメコン地域だけで起きていると思うかどうか質問する。生徒の最初の反応を

受け止める。移住が世界中どこででも起きていることを説明する。 

必要なもの：パワーポイントプレゼンテーション、選択式の質問 

時間 10 分 

教え方 

- パワーポイントプレゼンテーションに目を通し、授業の前に情報を読んでおく。さ

らに以下の文献を読んでおくのが望ましい。 

「移住の概要：背景」メコン移住ネットワーク 

“Overview of Migration: General Background”, Mekong Migration Network,  

http://www.mekongmigration.org/?page_id=25 

「移住の概要」『リソースブック：メコン地域における移住』 

“Migration Overview” in the Resource Book on the Migration in the Greater Mekonb Subregion, 

Mekong Migration Network, http://www.mekongmigration.org/finalised%20BEZ%20pdf%20file.pdf 

-         ここにある情報を用いて、選択式の問題を用意する。例えば、メコン川に地理的につ

ながっている国々はどこか、メコン地域の国々にどれだけの人々が暮らしているか。 

http://www.mekongmigration.org/?page_id=25
http://www.mekongmigration.org/finalised%20BEZ%20pdf%20file.pdf


18 
 

- あなたの国についての追加情報があれば収集しておく。 

教室の雰囲気； 

- 話し合いに参加を促す。生徒が発見してきたものに関連づけさせる。クイズを楽し

くする。興味深い発見に好奇心をもたせる。 

 

アクティビティ６ まとめ 

時間 5 分 

今日のレッスンについての感想をきいてみる。質問がないかたずねる。 

二つのレッスンの中で何か新しいことを見つけた人がいれば発言してもらう。もしあれば、

もっと知りたいことも。 

教室の雰囲気； 

- 生徒の学習段階とトピックへの反応をよく観察する。 

- 与えている情報のレベルと詳細が適切かどうかチェックし、次の授業に反映させる。 
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レッスン 3：メコン地域における移住の歴史 

I: 目的 

         メコン地域における移住の歴史を学ぶ 

II: レッスン 3 構成 

内容   必要なもの  時間  

アクティビティ１）イン

トロダクション 

 5 

アクティビティ 2）アイ

スブレイク 

音楽（オプショ

ン）、音楽プレーヤ

ー 

10 

アクティビティ３）メコ

ン地域の移住の歴史年表

をつくる 

事例の紙、記入前の

年表、黒板、できご

との書かれた紙 完

成した年表 

40 

アクティビティ 4）まと

め 

 5 

 

 

アクティビティの詳細 

アクティビティ１ イントロダクション 

時間 2 分 

これまでのレッスンでどんな感想をもったかをたずねる。レッスンの継続性と、全員がつ

いてきていることを確かめる。 

前回のレッスンのメコン川の話にふれる。このレッスンについて説明する：目的、活動、

集中と参加が求められること、自分たちが住むこの地域についてさらに何を学ぶか 

教室の雰囲気； 

- 楽しさを盛り上げる 

 

アクティビティ２ 復習のアイスブレイク 

時間 8 分 

手順 

１． 生徒に席から立って教室の真ん中に集まってもらう。 
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２． 教室の片側をＡ側、もう片方をＢ側とする。 

３． これから、前回の授業で学んだことに関連する意見文を先生が読み上げ、そ

れに賛成する、またはそれが正しいと思った人はＡ側に行き、賛成しない、間違っ

ていると思った人はＢ側に行く、と説明する。もしはっきりした答えはないとか、

中間ぐらいだと思ったら、Ａ側とＢ側の間に立ってもよい。 

４． いったん生徒がどちら側に立つかを決めて分かれたら、先生は何人かの生徒

に、それを選んだ理由、前回の授業から覚えていることで関連する事がらを発言し

てもらう。 

５． いくつかの意見文を取り上げて繰り返す。 

 

意見文の例と関連する話し合いのポイント 

意見文１：ある国が移住の出発地点の国であると同時に目的地点にもなることがあり得る。 

話し合いのポイント：正しい。ある国が移住の出発地点の国であると同時に目的地点にも

なることはあり得る。例えばタイは、300 万人をこえる移住者を国内に抱えるが、同時に

タイ人は中東、台湾、日本、香港などの国々に移住していっている。 

意見文２：タイにはメコン地域の中で最も多く移住者がいる。 

話し合いのポイント：正しい。移住はメコン地域全体でみられ、他の国より多くの移住者

を抱えている国がある。タイはメコン地域の中の移住者にとって最大の移住先であり、300

万人をこえる移住者が暮らす。 

 

意見文３：人々がある国から他の国に移住をするのは、ひとつだけの理由による。 

話し合いのポイント：正しくない。解答はいろいろである。移住はさまざまな理由で起こ

る。生徒に例をあげてもらう。仕事を探して、安全を求めて、結婚のため、新しい経験を

するため、などなどが含まれる（これらの例にとどまらない）。もし生徒の覚えているこ

とがネガティブなものばかりであれば、多くの異なるタイプの移住があることを念を押し

て説明し、移住について中立的な態度をもてるようにする。 

教室の雰囲気： 

- 直接生徒に解答を与えることは避ける。生徒に批判的なもものの見方をさせ、型ど

おりの考えから抜けられるよう助ける。もし解答のなかではっきりしないものや誤解など

混乱がみられれば、改めて説明する。 

- 楽しく学ぶ環境 

 

アクティビティ３：メコン地域の移住の歴史年表をつくる 

時間：全体で 40 分 

3-1. 分担 
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時間：10 分 

手順： 

1. クラスの人数に合わせ、クラスを 8 つのグループに分ける。 

2. 紙をランダムにグループに配る。それぞれの紙には、メコンの移住の歴史上のある時点

で起きたできごとが書かれている。 

3. グループ全員で紙に書かれているできごとを注意深く読む。質問がないかたずねる。 

 

必要なもの：できごとの書かれた紙（全部で 8 枚） 

教え方： 

- 紙にできごとをそれぞれ書くか印刷しておく。 

アクティビティ 3-2 メコン地域の移住の歴史を順序づけていく 

時間：30 分 

手順： 

1. 黒板に、できごとを書き込むための欄が空白になっている大きな年表を書く。この年表

には年代だけが書かれている（完成した年表を参照）。 

2. それぞれのグループは、そのできごとがいつ起きたかをあてる。 

3. それぞれのグループは前に出て、黒板の年表の合っている年代と思うところに、できご

との紙を貼る。 

4. もし他のグループがすでに貼っていれば、同じところ（年表の外側）に貼ってよい。 

5. 生徒は円をつくって座るか、自分の席にもどる。先生は年代にそってできごとを読み上

げていく。誰がそこに貼ったか、またどうしてそこを選んだかをたずねる。もし同じと

ころを別のグループも選んでいたら、生徒にそこを選んだ理由を発言してもらった後、

どちらのほうがその年代に合っているか話し合う。 

6. 年表のすべての空欄にできごとの紙が貼られたら、先生は生徒と一緒に完成した年表を

みていく。メコン地域の移住の歴史としてこの順番でいいと思うかどうか、生徒にたず

ねる。 

7. 正しい年表を見せてくらべてみる。もしまちがっていたら、入れ替える。 

8. 移住する理由の共通点やその他の特徴が、時代を追って何か変化しているかどうか、質

問する。 

9. 将来の移住パターンはどうなっていくと思うか質問する。どうしてそう思うか？ 
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正しい年表 

 できごと  年代 

1 5 万年前、最初の現人類が東南アジアに到着。 紀元前 48,000 年 

2 「ホアビンヒアン」狩猟収集民族が現れ東南アジア全体、タ

イ、ラオス、ベトナムを含んで広がっていった。 

紀元前 8,000 年  

3 タイ族がメコンの谷をくだって移住し、サルウィーン、その後

ナン、ピン、チャオプラヤーに移っていった。 

12－13 世紀 

4 フランス植民地時代のベトナムで、移住が増加。地方から都市

部へ、土地のない人々が移動、地方からフランス人の経営する

プランテーションや鉱山への賃金労働者としての移動、短期的

な雇用を求め、地方間での植えつけ期と収穫期の季節的な移住

がみられた。 

1859 – 1954  

5  他のインドシナ諸国とくらべ冷戦の影響をあまり受けなかっ

たタイから、多く海外に移住していった。仕事先の主な国は、

アメリカ、中東、ヨーロッパ、オーストラリア、日本、香港、

台湾。 

1960－1990 年代 

6 ベトナム、ラオス、カンボジアから数百万人の難民が流出し

た。 

1975 

7 ビルマからの難民が増加。そして 1988 年 9 月以降、軍事政権

によって民主化運動の弾圧が起きた時期、さらに急増した。 

1980 s 

8 タイは急速な経済成長を果たし、労働需要が増加。タイ地方部

から、そしてラオス、カンボジア、ミャンマーなどの近隣諸国

からの労働者がタイの工業地域に来ることになった。 

1990s  

 

 

必要なもの：空欄のある年表（黒板）、できごとの書かれた紙、正しくできごとが記入さ

れた年表 

教え方： 

- クラスの前に、パワーポイントで年表をつくるか、黒板に年表を書くか、または正しい

できごとの記入された年表を印刷しておく。 

- それぞれの事例の情報を読み、できごとの継続性を理解しておく。 

-            あなたの国の状況に関しての追加情報があればみつけておく。 
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教室の雰囲気； 

- ひとつずつの歴史のできごとについて、ゆっくりはっきりと説明する。重要な事が

らに焦点をあてる。 

- 積極的に質問させる。 

 

アクティビティ４：まとめ 

時間：5 分 

今日のレッスンの感想をきく。次のレッスンが最終であることを伝え、何か質問がないか

きく。もしあれば今クリアにしていくほうがよい。 

レッスンから学んだ新しいことを発言してもらう。もしあれば何をもっと知りたいかきく。 

教室の雰囲気； 

- 生徒の理解の段階と、アクティビティへの反応をよく観察する。全員がついてきて

いることを確かめる。 

- 与えた情報が難解過ぎないか、または容易過ぎないかをチェックし次回のレッスン

に反映させる。 
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レッスン ４ 世界の移住の歴史 

I: 目的 

i) 世界の移住の歴史を学ぶ 

ii) 移住が人類の自然な営みであることを認識する 

II:レッスン４ 構成 

内容 必要なもの 時間 

アクティビティ１）イントロダ

クション 

 2 

アクティビティ２）復習のアイ

スブレイク 

ボール 8 

アクティビティ３）「人類の

旅」プレゼンテーション 

「人類の旅」のプ

レゼンテーショ

ン、インターネッ

ト接続 

12 

アクティビティ 4） 世界の移

住の歴史から分かったこと 

パワーポイントプ

レゼンテーション 

13 

アクティビティ５）移住者の中

の有名人 

パワーポイントプ

レゼンテーション 

10 

アクティビティ６）レッスンの

まとめ 

 10  

 

III:アクティビティの詳細 

アクティビティ１ イントロダクション 

この授業が移住の歴史レッスンの最後のセッションであることを伝える。これまでのとこ

ろでの感想をきく。前の授業で、個人的、コミュニティ、地域の移住の歴史を学んだこと

にふれ、この授業では世界の移住の歴史を学ぶことを説明する。 

時間；2 分 

教室の； 

- 楽しくわくわく盛り上げる 

 

アクティビティ２：復習のアイスブレイク 

時間 8 分 
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 これは最後のレッスンであるため、生徒からどんどん発言してもらうことに重点をおく。

この復習アイスブレイクは、ボールを使うが、前回はまわしていたのを投げるようにする。

先生は誰が一番最初に発言したいかたずね、その人にボールを投げる。その人が前回の授

業で新しく学んだことを何か言わなければならない。話し終えたら、その人が他の人にボ

ールを投げる。時間のあるかぎり、これを続けていく。できるだけ多くの子どもに発言し

てもらうため、一人につき一回だけにしておく。他の人がすでに言ったことは言ってはい

けないのがルール。誤解があればクリアにし、はっきりしない説明があれば踏み込んで解

説する。 

必要なもの：ビーチボール、音楽、音楽プレーヤー 

教室の雰囲気； 

- 楽しく学習する雰囲気をつくる。アクティビティに入る前に生徒をわくわくさせる。 

- 全員がついてきていることを確かめる。 

- はっきり分かっていないことや誤解があれば説明する。 

 

アクティビティ３：「人類の旅」プレゼンテーション 

時間； 12 分 

手順： 

１．プレゼンテーションを始める。 

 

 

2. 順番に人類の移住の出発地点をクリックしていく。易しくわかりやすい言葉でかみく

だき、なぜ、どのように、などの大切なポイントはふみこんで説明する。理由、方法、影

響を与えた人々、地理、道具の発達などの共通点を取り上げていく。 

 たとえば、人類―ホモサピエンス－は、6 万年前にアフリカから移住を始めた。私たち

の先祖たちは、世界のすみずみにいたるまで、探検を続けていった。どこまで遠くか、ど

れだけ早くいけるか、どこへ行くかは、気候、人口密度、運送手段の発明（例：ボート、

いかだ）、他の道具（例：斧やハンマー）によって決まっていった。未知のものへの好奇

心や適応性のような実質的な資質もその決定要因に含まれる。 
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必要なもの：人類の旅についてのプレゼンテーション1 

教え方： 

- 人類の旅のスライドをダウンロードしておく。 

http://www.bradshawfoundation.com/journey/ 

- プレゼンテーションに目を通し、授業の前に情報を理解しておく。 

- プレゼンテーションを機器につないでおく。 

話し合いの留意点 

- 重要な、共通の、興味深い地図上のデータを取り上げる。 

教室の； 

- 簡略な説明。ポイントとポイントをつないでいくように。 

- 重要な発見を取り上げる。重要なデータはメモする。 

 

アクティビティ４：世界の移住の歴史から分かったこと 

時間 13 分 

手順： 

１．パワーポイントプレゼンテーションを開始する。 

A) 人類の移住のパターン 

 

 

このアクティビティでは、このレッスンの世界の移住の歴史のプレゼンテーションから分

かったこととともに、これまでの授業で学んだことまで取り入れていかせる。講義形式で

はなく、問題を与え、思考するプロセスを大切にする。解答を発言してもらう。 

                                                           
1ブラッドショー財団のご厚意より許可を受けて転載。 

http://www.bradshawfoundation.com/journey/
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問題１：矢印にそって、初期の世界の移住の経路を描いてみる。どこがアフリカの外で最

初に人類が住むようになったところか（どこに最古の人類がいたと考えられているか）？

なぜそこに最初に定住することになったと思うか。 

解答１：アフリカの外で最初に人類が定住したのはアジアと中東であった。これらはアフ

リカから近く、おそらく歩いてたどりつくことができたからであると考えられる。初期に

は人間の身体的な能力のみでたどりつけるところまでしか行けなかったことに気づかせる

（道具と技術の欠如）。 

問題２：私たちの古代の先祖たちにとっての物理的な地理について考えてみる。アフリカ

からの外部への移住で、何か地理的なパターンに初期の人類が沿っていたと思うか？ 

解答２：解答はさまざまである。人類の移住は海岸線に沿っていったと思われる。初期の

ルートは、紅海、地中海、インド洋の海岸線に沿っている。数千年後、人類は北アメリカ、

南アメリカの西海岸のほうへ移住を進めていった。 

問題３：フィリピンやポリネシアの離島への移住は、人類の移住の最終段階になって現れ

たようである。これについて何か理由は思いつくか？ 

解答３：解答はさまざまである。船の製造技術は人類史の相当後になってからになる。船

のような道具の開発によって、離島への移住は可能になった。 

B) 共通の要因 

人々の移住に影響を与える理由はいろいろある。地域や世界の歴史から、どのような共通

の理由がみられるか、質問する。 

気候、天然資源、チャンス／生活のありよう、好奇心など含め、できるだけ多くの要因を

生徒が思いつけるよう手伝う。ひとつの理由に焦点をあて過ぎない。通常、人々が移住を

決意するにはいくつかの複数の理由によるということ、また状況によっては移住せざるを

得ないことがあることを説明する。 

現代の世界は相互依存が高度に進んでおり、移住は私たちの生活の一部となっていること

を説明する。 

 

必要なもの：パワーポイントプレゼンテーション 

教え方： 

- パワーポイントに目を通し、そこに出てくる情報を理解しておく。 

教室の環境： 

- 生徒の批判的な思考を促す 

- 生徒自身の考えが出てくるようにする 

- 否定的な態度をもたせたり、ステレオタイプをおしつけることがないよう留意する 
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アクティビティ５：移住者の中の有名人 

時間： 10 分 

このアクティビティでは、移住が人間の自然な営みであり誰にでも起こりうるものである

という考えを強調することが目的である。前のレッスンで学んだ、文化を豊かにするとい

うこと以外に、移住する人々自身が移住していった先で貢献することができることを伝え

る。 

手順： 

１． パワーポイントプレゼンテーションを見せる。知っている顔があるか質問す

る。 

２． その人たちがどこの出身かをたずね、ゆっくり彼らの本当の人生を紹介する。 

３． なぜ移住したかの理由と、移住先での彼らの貢献に重点をおく。 

必要なもの：4 人（調整可能）の有名人のパワーポイントプレゼンテーション 

教え方； 

- パワーポイントプレゼンテーションに目を通し、そこにある情報を授業の前に理解

しておく。 

教室の環境： 

- ホットな話題や有名人と結びつけて、生徒をわくわくさせる。 

 

アクティビティ ６ レッスンのまとめ 

時間：10 分 

レッスンの最後の 10 分間、4 つのクラスを通して学んだことを生徒がざっとふりかえるの

を先生が手伝う。 

前のレッスンに戻ってそれぞれの重要な点を強調する：１ コミュニティにおける文化の

特色、２移住の個人史、３ 地域における移住の歴史、4 世界の移住の歴史 

下記の問題を与え、自分自身で考えさせる。発言したい人に解答を発言してもらう。どん

なことが起きるだろうか、もしも……。 

i. 人々が移動するときに相互交流がなければ、今ある豊かな文化を享受することはで

きたであろうか。どこか他の地域からやってきて私たちの現在の社会の一部分と

なっている人々がいなければ、どうやって社会は機能することができるだろうか。

（コミュニティにおける移住の文化的特色のレッスンで話し合ったことを思い出

させる） 

ii. 私たちの先祖がもともとの地域から出て移住してきていなければ、私たちは今ごろ

どうしていることになっただろう？ 私たちは今どこにいることになっただろ

う？移住するという選択肢がなければ、お父さんとお母さんは出会っていただろ
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うか？私たちの個人的なチャンスや選択は制限を受けたかもしれないだろうか。

（移住の個人史のレッスンで学んだことと結びつける） 

 

移住はいつの時代にもあり、さらに引き続き人間の生活の自然な一部であると結論づける。

移住はどこでも起こりうることで、私たちすべては移住もふくめて、さまざまな理由で意

思決定と個人の選択をする。移住が社会をつくり多様性に貢献していることを強調する。

共に生きていくことを呼びかける。 

必要なもの：特になし。終了バッジ（オプション） 

教え方： 

上記の質問をクラスの話し合いのガイドラインとして使う 

 

話し合いの留意点： 

- 前の授業にふれ、クラスのディスカッションを生徒たちの解答からリードしていく。

可能なら、前の授業で使ったもの、例えばフラッシュカードを貼った模造紙、メコ

ン地域における移住の歴史年表などを持ってきて、生徒の記憶を呼び起こす。 

- 彼らからの質問を引き出す。どんな新しい見識を得たかをたずねる。 

教室の環境： 

- 参加を促す。 

- 理由と結果についての論理的な思考を促す。 

- よくがんばったとほめ、レッスン修了証を渡すなどして、生徒が新しい学びを自慢

に思えるようにする。 
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